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毎
年
恒
例
の『
夏
休
み
陶
芸
教
室
』

を
開
き
ま
す
。
日
ご
ろ
公
民
館
を
利

用
し
、
陶
芸
活
動
に
励
ん
で
い
る
地

域
の
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
、
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
が
、
指
導
し
ま
す
。

　

粘
土
の
塊
か
ら
生
ま
れ
る
、
世
界

に
一
つ
し
か
な
い
作
品
。

　

夏
休
み
、
陶
芸
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
＝
保
谷
公
民
館

▼
指　

導
＝
保
谷
公
民
館
で
活
動
し

て
い
る
陶
芸
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

▼
参
加
費
＝　

円
（
粘
土
代
）

200

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
い
・

ビ
ニ
ー
ル
袋

＊
昨
年
参
加
さ
れ
た
方
は
、
対
象
外

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保谷公民館
�464-8211

　
「
西
東
京
市
公
民
館
・
図
書
館
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
（
提
言
）」
は
、（
仮

称
）
保
谷
駅
前
公
民
館
・
図
書
館
の
施
設
づ
く
り
及
び
そ
の
他
の
既
存
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
等
、
４
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
第
２
章
（
仮
称
）
保
谷
駅
前
公
民
館
・
図
書
館
の
施
設
づ
く
り
の

公
民
館
部
分
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
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児
童
・
青
少
年
か
ら
高
齢
者
ま
で

す
べ
て
の
世
代
が
さ
ま
ざ
ま
に
活
用

し
、
市
民
交
流
の
場
と
な
る
開
か
れ

た
施
設
を
提
供
す
る
。
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子
育
て
支
援
、
生
き
が
い
づ
く
り

支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
、
団
塊
の
世

代
支
援
な
ど
す
べ
て
の
世
代
が
生
き

生
き
と
活
動
す
る
た
め
に
必
要
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
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公
民
館
と
図
書
館
が
併
設
さ
れ
た

施
設
の
特
質
を
活
用
し
て
、
公
民
館

と
図
書
館
の
機
能
を
融
合
し
た
新
し

い
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。
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利
用
す
る
す
べ
て
の
人
が
、
施
設
、

設
備
、
資
料
、
情
報
、
人
的
支
援
な

ど
を
適
切
に
気
持
よ
く
使
え
る
施
設

を
提
供
す
る
。
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誰
で
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
施

設
づ
く
り
を
実
現
す
る
。
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①
交
流
の
場

　

②
い
こ
い
の
場

　

③
自
習
、
読
書
の
場

　

④
作
品
発
表
、
展
示
の
場

　

⑤
創
作
の
場
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①
施
設
総
合
案
内
窓
口

　

②
公
民
館
窓
口

　

③
公
民
館
・
図
書
館　

事
務
室
機

能

　

④
施
設
管
理
機
能
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①
地
域
の
学
習
拠
点
と
し
て
の
機

能
②
市
民
活
動
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能

③
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
の
場
と

し
て
の
機
能

④
市
民
活
動
の「
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
」

と
し
て
の
機
能
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①
学
習
室
の
整
備

　

②
集
会
室
の
整
備

　

③
保
育
室
の
整
備

　

④
印
刷
室
の
整
備
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
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施
設
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

と
求
め
ら
れ
る
基
本
機
能
に
基
づ
き
、

以
下
の
と
お
り
具
体
的
な
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
行
う
。

﹇
全
体
構
成
﹈

　

施
設
の
効
率
的
な
複
合
化
を
実
現

す
る
た
め
に
、
４
階
に
図
書
館
機
能
、

５
階
に
公
民
館
機
能
を
主
に
配
置
し
、

全
体
の
総
合
受
付
及
び
管
理
機
能
を

４
階
に
集
約
し
て
設
け
る
。

﹇
４
階
﹈

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

﹇
５
階
﹈
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５
階
ロ
ビ
ー
は
、
南
側
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
か
ら
北
方
向
に
伸
び
、

屋
上
庭
園
に
直
接
面
す
る
こ
と
で
開

放
的
な
場
所
と
す
る
。
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北
側
屋
上
は
、
５
階
の
限
ら
れ
た

施
設
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
施
設
全
体

の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
向
上
に
と
っ
て
の

重
要
な
場
と
し
て
位
置
づ
け
、
庭
園

化
し
て
有
効
活
用
す
る
。
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廊
下
を
適
切
に
配
置
し
、
２
方
向

避
難
が
容
易
に
可
能
な
よ
う
に
計
画

す
る
。
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効
率
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
い
、

居
室
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
確
保
す
る
。

ま
た
、
使
用
形
態
に
応
じ
て
柔
軟
に

仕
切
り
を
可
変
で
き
る
な
ど
の
工
夫

を
行
う
。
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

　
「
西
東
京
市
施
設
整
備
懇
談
会
」か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
「
西
東
京
市
公

民
館
・
図
書
館
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
（
提
言
）」
の
全
文
は
、
西
東
京
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

住吉公民館
�421-1125

　
「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」が
施
行

さ
れ
、
盲
導
犬
・
聴
導
犬
・
介
助
犬

に
対
し
て
、
公
共
交
通
機
関
や
公
共

施
設
以
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
デ
パ
ー

ト
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
受
け
入
れ
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
盲
導
犬
に
つ
い
て
の
お
話

を
聴
き
、
実
際
に
ア
イ
マ
ス
ク
を
付

け
て
歩
行
訓
練
を
体
験
し

ま
す
。

▼
と　

き
＝
７
月　

日　
21

（金）

　
　

時　

分
〜　

時　

分

13

30

15

30

▼
と
こ
ろ
＝
ア
イ
メ
イ
ト

協
会
（
練
馬
区
関
町
）

▼
対　

象
＝
小
学
４
年
生

以
上
の
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者

▼
定　

員
＝　

人
（
申
込
順
）

20

▼
集　

合
＝　

時　

分
に
ア
イ
メ
イ

13

30

ト
協
会
玄
関
前

▼
講　

師
＝
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
職
員

▼
持
ち
物
＝
筆
記
用
具

▼
申　

込
＝
７
月
３
日　
　

時
か
ら

（月）
14

電
話
で
住
吉
公
民
館
へ
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子ども対象コース親子対象コース

市内在住･在学の小４～中
学生（未経験者を優先）

市内在住・在学の小学生（小１～小３）とその親
親１人、子１人に限らせていただきます。対　象

20人親子12組24人定　員

お茶碗・お皿等お茶碗・お皿等制作するもの

７月29日（土）
13時30分～16時30分

７月29日（土）
９時30分～12時30分

作　品
制　作

日　
　
　
　

程

８月26日（土）
11時15分～12時45分

８月26日（土）
９時30分～11時00分 釉 がけ

ゆう

９月23日（土）
10時45分～11時45分

９月23日（土）
９時30分～10時30分

仕上げ
懇談会

往復はがきによる申込。７月10日（月）消印有効
応募多数の場合は、公開抽選７月12日（水）15時～　工作室にて申　込
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公
民
館
の
保
育
室

で
、
親
子
一
緒
に

遊
び
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
の
情
報
交

換
も
で
き
ま
す
よ
。

��������
７月19日（水）10時～正午
対象：２歳児までの乳幼児と保護者10組
※７月３日（月）10時から公民館にお申込み
ください。

田無公民館
461－1170
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